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●発達に偏りのある子どもは、今号の特集２に
登場する、いつも叱られているために自分の非
を認められない子のように、心に傷つきを抱え
ている場合も多いのではないでしょうか。そし
て、そのためにいつも構えた気持ちでいたり、
人を寄せつけないような態度をとる子もいるこ
とと思います。自分で自分を精一杯守ろうとす
る子は、周囲の目にはどう映るでしょうか。
●「みんな違ってみんないい」という言葉はや
さしいけれど、当事者が自分の現実から解放さ
れるためには、まだまだいくつものハードルが
あるのだと感じます。本人も周囲も精神的に未
熟なことが多い学校は、依然としてリスクが高
い場所なのかもしれません。だからこそ、まず
先生が理解してさりげなくかかわってくださる
ことは、ニーズのある子どもに守られ感をもた
らすのではないでしょうか。 

保護者への支援が子どもへの有効な支援
策となる場合があります。そして、保護
者が「子育てに悩んでいる状態」という
のは、かかわりのチャンスです。

若い先生が指導に迷ったり困ったりした
とき、校内の先輩教師はどんな支援がで
きるのか、若手にとってありがたかった
支援、先輩が工夫した支援を紹介します。
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定価 780円（本体 743円）
2013年６月１日発行


